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神戸大学大学院人間発達環境学研究科 
 
 
 
 

 



はじめに 

 

本年次報告書は，人間発達環境学研究科における令和 2(2020)年度の教育・研究・社会貢

献等の活動の記録や取り組み内容が記載されたものであり，研究科の強み・特色を示した集

積となっている。 

 

令和 2年度は，前年度から始まっていた新型コロナウイルスの感染拡大が深刻化し，4月

7日に最初の緊急事態宣言が発出される事態となり，神戸大学でも学生の自宅待機・教職員

の在宅勤務を要請する緊急メッセージが出された。これまで経験の無い状況が続く中で，前

期の授業開始を 5 月 7 日まで遅らせた上で授業等をリモートにて実施する準備を整えると

いう対応を行った。 

教育・研究をはじめとする大学の活動が大きく制限される中で，学生らがこうむる不利益

を最小限に抑えるため，試行錯誤を重ねながら大学としての機能を維持する努力を続ける 1

年間となった。今後は「with コロナ」とか「ニューノーマル」と言われる変容が求められる

ことが予想されるが，この 1年間の記録は特別な意味を持つことになると思われる。 

 

その一方で，これまで本研究科が取り組んできた多様な活動を継続・発展させることもお

ろそかにはできず，研究科として解決しなければならない組織，研究，教育等に関する課題，

すなわち，研究科の規模に応じた学際研究・文理融合研究のアウトプットの必要性，教員ら

が専攻をこえて協働できるための枠組みつくりの必要性，ならびに多種多様な社会的活動

を展開・維持していくために不可欠な大型の外部資金獲得の必要性，及び優秀な学生の積極

的獲得の必要性などの観点からの取り組み・検討を進めた。 

また学域制（教員組織と教育研究組織の分離）や教員人事のポイント制のもとで，教員の

新規採用および昇任について人事計画を進め，教育研究組織の活性化による機能強化につ

とめた。 

 

こうした中で令和 2 年度に法人評価を受け，さらに令和 3 年度には認証評価を受けるこ

とになっている。第 4期中期目標・中期計画期間に向けて神戸大学全体としての機能強化が

進んでいく状況のなかでも，本研究科がこれまで唱えてきた「人間の発達及びそれを支える

環境を多面的に捉える」という教育研究のアイデンティティは守っていくべきと考える。 

そのためには，着実に教育・研究・社会貢献に係る実績を重ね，学内外での研究科のプレゼ

ンスをいっそう高めて行くことが重要と考える。 

 

（人間発達環境学研究科長  青木茂樹） 
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1．令和２年度の取り組みの概要 

1.1. 神戸大学の施策に関わる取り組み 

1.1.1. 神戸大学機能強化改革 

（1）神戸大学ビジョンの実現に向けた戦略 

平成 28 年度から第 3期中期目標・中期計画期間が始まった。神戸大学は，第 3期中期目

標・中期計画期間（H28 年度～H33 年度）における神戸大学の機能強化改革として，平成 27

年 4 月に神戸大学ビジョンとして，先端研究・文理融合研究で輝く卓越研究大学をかかげ，

平成 27 年 6 月に文部科学省「国立大学経営力戦略」の 3つの重点支援の枠組みの重点支援 

③「海外大学と伍して，全学的に卓越した教育研究，社会実装を推進する取組を中核とする

国立大学」を選択した。 

第 3 期中期目標・中期計画期間におけるビジョンの実現に向けて，以下の 5 つの戦略が

実施されている。 

・戦略 1：先端研究の推進 

・戦略 2：社会課題を解決する文理融合研究の推進 

・戦略 3：先導的研究成果の社会実装への取組み 

・戦略 4：世界で活躍できる人材の育成  

・戦略 5：大学運営基盤の改革 

 なお，国際人間科学部の設置は戦略 4「世界で活躍できる人材の育成」に位置づくもので

ある。 

 

（2）神戸大学ビジョンを支える新たな教員組織・人事システム 

 平成 28年 5月 19 日開催の教育研究評議会において「神戸大学ビジョンを支える新たな

教育組織・人事システム（案）」が承認された。この教員組織・人事システムは，教員の

流動性の向上，組織間の教員配置の最適化，柔軟な改組の実現，教員数及び若手ポストの

増加をねらいとし，教員の教育研究組織からの分離，ポイント制の導入及び学長裁量戦略

枠の設定などを柱としたものである。 

平成 28 年 10 月から教員組織と教育研究組織の分離が実施され，当研究科教員の全員が

人間発達学域の所属となった。また，同時に教員人事委員会が設置され，教授人事の審査，

及び採用・昇任人事に伴うポイントの管理が行われることになった。そして，平成 29 年 4

月にポイント制が正式導入され，現在に至っている。 

 

1.2. 部局としての取り組み 

1.2.1. 戦略「社会課題を解決する文理融合研究の推進」 

神戸大学ビジョンの実現に向けた戦略「社会課題を解決する文理融合研究の推進」の取り




